
��

あ
る
程
度
の
収
入
に
つ
な
が
る
よ

う
な
仕
事
を
つ
く
り
出
す
努
力
が

必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
佛
教
大
学
の
野
崎
教
授

が
進
行
を
務
め
、
四
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

「
美
山
の
豊
か
な
自
然
と
食
を

生
か
し
て
、
産
学
公
民
の
連
携
を
」

「
田
舎
の
取
り
組
み
を
都
市
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
ち

お
こ
し
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た

提
言
が
続
い
た
ほ
か
、
旅
を
通
し

て
環
境
問
題
を
考
え
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
提
言
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と

参
加
者
は
美
山
の
魅
力
と
可
能
性

に
つ
い
て
探
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

を
交
わ
し
ま
し
た
。

旧
美
山
町
の
時
か
ら
ま
ち
全
体

を
佛
教
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と

ら
え
た
活
動
で
、
ま
ち
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
地
域
連
携
の
取
り
組

み
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
今
後
、

幅
広
い
分
野
で
、
市
民
と
研
究
者
、

学
生
の
交
流
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

南
丹
市
美
山
文
化
ホ
ー
ル
で
十

一
月
二
十
六
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
美
山
の
魅
力
と
可
能
性
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
美
山
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
佛
教
大
学
が
連

携
し
て
初
め
て
開
い
た
も
の
で
す
。

農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
の

山
本
和
子
所
長
が
基
調
講
演
を
行

い
、「
美
山
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
て
、

南
丹
市
と
佛
教
大
学
は
十
一
月

二
十
二
日
、
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、

研
究
活
動
で
相
互
協
力
す
る
地
域

連
携
協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。

佛
教
大
学
は
、
旧
美
山
町
と
平

成
十
六
年
二
月
に
協
定
を
交
わ
し
、

社
会
学
部
を
中
心
に
、
文
・
教

育
・
社
会
福
祉
の
全
学
部
を
挙
げ

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
演
習
、

社
会
調
査
活
動
、
伝
統
文
化
行
事

へ
の
協
力
を
し
よ
う
と
、
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
ま
ち
づ
く
り
講
座

な
ど
の
開
催
な
ど
で
、
交
流
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
印
は

昨
年
一
月
に
南
丹
市
が
誕
生
し
た

の
を
受
け
て
、
協
定
の
範
囲
を
南

丹
市
に
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

調
印
式
は
、
京
都
市
北
区
の
佛

教
大
学
で
行
わ
れ
、
佐
々
木
稔
納

市
長
と
福
原
隆
善
学
長
が
協
定
書
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平
成
十
六
年
二
月
に
、
旧
美
山
町
が
佛
教
大
学
と
交
わ
し
た
連
携

協
定
が
、
こ
の
ほ
ど
、
南
丹
市
に
拡
大
。
新
た
に
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
、
福
祉
、
産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
若
者
が
学
び
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

美
山
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲美山文化ホールで行われたフォーラム

蜻
協
定
書
を
交
わ
す
佐
々
木
市
長
と
福
原
学
長
（
右
）


